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 【はじめに】  
 作業療法士になるためには世界作業療法連盟の基準により計 1000 時間の臨床実習が
必要とされる。臨床実習は学生にとって学びが多い一方で学生の負担も多くストレスも
高い。近年では OSCE など臨床実践に近い演習の取り組みが広がっている中、本学では
2010 年より学内で作業療法一連の流れを体験でき、当事者が参加する学内演習を行って
いる。 
 
【目的】  
 当事者参加型の演習が学生にどのような効果をもたらしているのかを明らかにする．
2015 年よりカリキュラムが変更となったため同様の効果があるかを検証する。  
 
【方法】  
 対象は臨床実習に行く前の学生 32 名（男性 9 名、女性 23 名）。学生は 2，3 名のグルー
プに分かれ 1 セッションあたり 45 分間の演習を 3 回行った。演習は作業療法理論の中
でもトップダウンの視点に基づく作業療法介入プロセスモデル（以下 OTIPM）に沿って
行い、面接、作業観察、評価、計画立案と計画実施を行った。学生は 3 回の演習終了後、
教育目標分類 (Bloom,1956)に沿った 3 領域 14 項目と演習の満足度、遂行に関する合計
18 項目の 7 段階のリカードスケールで無記名の web アンケートを行った。  
 
【結果】  
アンケートは 2015 年 10 月 15 日―23 日で回答を得た。回答は 30 名(93.7%)の学生か
ら得られた。各項目の平均値は「作業療法一連の流れ (6.1, SD=1.14)」「面接方法
(5.7 ,SD=1.1)」「作業療法への関心 (5.6,SD=1.2)」、「Top-down approach(5.4, SD=1.3)」
の順に高い回答が得られた。また 2014 年度の結果と比較して「Bottom up approach(4.3, 
SD=1.1)」と「評価方法(4.9, SD=1.4)」については優位な向上がみられた(Mann–Whitney 
U, p<0.05). 他の項目では有意差が認められず年度同様の高い値を示した。  
 
【考察】 
当事者が参加する演習は学生が Top-down approach を学ぶことに効果があった。
「Bottom-up approach」「評価方法」の有意差については演習内容の変更が要因として
考えられる。今回の演習では前年度と比べ当事者が参加する演習の回数が 6 回から 3 回
に変更したが、「Top-down approach」 と「bottom up approach」の両方の視点からフィー
ドバックを行った。現在日本の作業療法学生は「Top-down approach」 と「bottom up 
approach」の視点を持った実習地とそうでない実習地に戸惑うことが多い。双方の長所
短所を学び、実際に障害を持った人が参加する臨床現場に近い演習を通して、臨床で役
立つことができる作業療法士を育成していくことが今後も必要である。  
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